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「テキストファイルの読み書き」

ストリングの基本を理解し、ディレ

クトリの情報を読めるようになったら、

次はファイルそのものへのアクセスで

す。ファイルへデータを出力したり、

ファイルからデータを読み込むのです。

このようなファイルとのデータのやり

取りは、プログラムのもっとも基本的

な仕事のひとつですね。ファイルとい

う用語を拡大解釈してゆけば、それは

データベースにもなれば、ネットワー

クにもなるのです。

ファイルへの読み書きには何通りも

のパターンがあります。その多くは、

データをテキストにしないで、直接読

み書きするものです。でも、今月は、

テキストファイルの読み書きに限定し

ます。みなさんが.NETで開発したプロ

グラムで、テキストファイルに収まっ

ている既存のデータにアクセスする必

要が生じたという状況設定です。

数値をテキストの形でファイルに格

納するなんて、効率が悪い時代遅れの

方法であるという見方もあるでしょう。

ここでは、「なぜかテキストファイルに

収まっているデータがあるから」と逃

げることもできます。

しかし、プログラムを開発する場合

には、直接中身を見て理解できるテキ

ストファイルは便利ですし、ここまで

ハードディスクが廉価、大容量かつ高

速になれば、別に気にする必要もない

ように思えます。それどころか、XML

という「データの格納効率／転送効率」

などを最初から無視する技術がもては

やされているではありませんか。とに

かく、テキストファイルの読み書きは、

.NETの世界においても、非常に基本的

かつ重要なものなのです。

さて、ファイルへのテキスト出力は、

とくに問題になる事項はありません。

もちろん、.NETは高度にオブジェクト

指向した世界ですから、数値データの

書式に関しては貧弱な機能しかサポー

トしてくれません。ですから、この連

載では、始めから迷わず「C言語の

printfを用いる」ことにしています。こ

の段階で「Managed」か否かは問題で
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はありません。とにかく、割り切って

「printf」を用いることにより、書式付

きWriteは問題なくできます。これは、

出力先がファイルであろうが、ストリ

ングであろうが同じです。

では、書式付きで整然とファイルに

書き出されたデータをC#やVisua l

Basic.NETで読み込むにはどうすれば

よいのでしょう。

私が調べた限り、何もサポートされ

ていないのです。ヘルプにもありませ

ん。Googleで探しても見つかりません。

「テキストファイル」から文字単位、な

いしは行単位で読み込むことはできて

も、「1行から“x,y,z”の3つの数値を読

み込む」ような機能はないのです。

「ひとつの数値がASCIIコードとし

て収まっている文字列」からその数値

を取り出すことは簡単にできます。し

かし、たとえば次のような行、

4  4.00000  6.9756E-002

から、3つの数値を抽出する術はないの

です。それには「正規表現をサポート

するRegExクラス」を用いればよいと

いう記事もありました。しかし、この

程度の作業に仰々しく正規表現云々と

いうのも大人気ない気がします。そし

て数日間あれこれ迷ったあげく、簡単

なクラスを作ることにしました。簡単

な入力行パーサーですが、これが今月

拡張した自作ライブラリKYLib（KyLib.

cs）の機能です。

この入力パーサーでは、Consoleへの

出力にWriteメソッドおよびWriteLine

メソッドを用いました。ここで、Con-

soleの代わりに、StreamWriterクラス

を用いれば、テキストファイルへ出力

できるのです。つまり、StreamWriter

オブジェクトを得るだけの話です。こ

れには、次のように何通りもの方法が

あります（これらの方法はすべてC#で

紹介します）。

テキスト出力ファイルの作成法①

ファイル名を与えて直接StreamWriter

オブジェクトを作ることができます。

次の例をご覧ください。

StreamWriter sw=new
StreamWriter("ABC.txt");
sw.WriteLine("今日は");
sw.Close();

とにかく簡単なので、私はもっぱら

この方法を用いています。

テキスト出力ファイルの作成法②

先月習ったFileInfoクラス経由で

StreamWriterオブジェクトを作ること

ができます。FileInfo型オブジェクト

“f”が与えられれば、そのメソッド

CreateTextを用いて、次のようにする

のです。

StreamWriter sw=f.CreateText();

また、FileInfo型オブジェクトfを与

えられたファイル名から生成し、それ

を用いることもできます。

FileInfo f=new FileInfo("ABC.txt");
StreamWriter sw=f.CreateText();

単に手間がかかるだけのように見え

ますが、FileInfo型オブジェクトを用い

てそのファイルのさまざまな情報を得

る必要がある場合もあるのです。

テキスト出力ファイルの作成法③

FileStreamクラス経由でStream

Writerオブジェクトを作ることもでき

ます。

FileStream fs=new
FileStream("ABC.txt",FileMode.Create);
StreamWriter sw=new StreamWriter(fs);

C言語で、fopenしてFILE型のポイ

ンタを得るのに似ています。これが最

も一般的なのではないかと思います。

それではひとつ目の例題にかかりま

す。

C#の例題CS01

Visual Studio.NETでC#のコンソー

ルアプリケーションプロジェクトを新

規作成し、次のようなデータをもつフ

ァイル（Data01.txt）を生成するプログ

ラムを作成しましょう。

0 0.00000  0.0000E+000
1  1.00000  1.7452E-002
2  2.00000  3.4899E-002
3  3.00000  5.2336E-002
4  4.00000  6.9756E-002
5  5.00000  8.7156E-002
6  6.00000  1.0453E-001
7  7.00000  1.2187E-001
8  8.00000  1.3917E-001
9  9.00000  1.5643E-001

10  10.00000  1.7365E-001

テキストファイルの読み書き

例題1：
テキストファイルへの出力




